
硝子体手術 　　　　　　　　　　　　　　　様

(　みぎ　・　ひだり　）
退院基準　：＊自己点眼が可能もしくは、家族の協力が得られる。　＊:網膜が復位しているか網膜剥離が残存していても拡大の恐れが無い。

　　　　　　　＊術創の再開・術後感染の危険が軽減されている。　　　＊硝子体出血が消失、もしくは消失傾向にある。

外     来 入院当日：手術前日（  　    ／         ） 手術当日（      /       ） 手術翌日～退院まで

検査・治療・処置 □手術に向けての目の検査、 □視力、眼圧眼底検査を行います。 □手術開始時間は(        時     分）です。 □視力、眼圧等の検査、医師の診察が

   心電図、レントゲン、血液、 □医師の診察があります。 □手術の１時間前から手術をする側の目の圧迫    あります。

　尿の検査をします。 □手術をする側のまつ毛をカットします。 　　をします。

薬剤 □眼科や眼科以外の病気で、 □目の検査のために瞳を広げる点眼を □手術２時間前から点眼を開始します。 □３～２種類の点眼薬の点眼が開始されます。

   普段内服しているお薬があれば 　　します。  　　  （１５分おきに８回点眼します）

　　お知らせ下さい。    （別紙点眼表を用いて説明させて頂きます）

□手術の１時間前に安定剤を１錠飲んで

□飲み薬の確認をさせて頂きます。 　　頂きます。 □抗菌薬の点滴を２回／日、３日間行います。

安静度 □病院内歩行できます。 □病院内歩行できます。 □手術後1～２時間はベッド上安静です。その後は □首から下のシャワーは、手術後３日目以降

　　病棟内歩行できます。 　　から可能です。

　　入浴、シャワーは禁止です。 ☐電気剃刀での髭剃りは1ヶ月はできません。

□うつ伏せの場合はベッドで腹ばい、歩行時は □自己にての下を向いてのシャンプーは、

□入浴、シャンプーを済ませておいて 　頭と床が平行になるように歩行して下さい。 　手術後１５日目以降です。

　　下さい。 □手術後歯磨き・洗顔はできません。 □歯磨きはできますが、洗顔はできません。

排泄 □特に制限ありません。 □特に制限ありません。 □手術前に排尿をすませて下さい。

食事・栄養管理 □普通に食べて頂きます。 □朝食 (通常 ・ 絶食 ・ 1/2摂取可能） □食事は普通に食べることができます。

□昼食 （全粥食 ・ 絶食 ・ 1/2摂取可能） □うつ伏せの間は,顎が胸につくくらいの

□夕食 （全粥食 ・ 通常） 　姿勢で食事をして下さい。

　　　　（頭を起こすことはできません）

説明 □医師から手術の概要説明があり □検査の為の点眼後、瞳が開きますので、 □手術の１時間前までには □自分で点眼できるように練習をしていき

  ます。その後、手術承諾書をお渡し    目がぼんやりとしてきます。動く時には    義歯、マニキュア、指輪、イヤリングなど 　ます。

  しますので、承諾されたらサイン    注意して下さい。 　　の貴金属をお取り下さい。 ＊点眼は最初は看護しとともに徐々に一人で

　して下さい。 ☐目薬の仕方を説明します。 □手術室には看護師が車椅子でご案内します。   　できるようにしましょう。

□手術後に目を覆う『カッペ』と点眼前に □入院に際して病院や病棟の構造や □手術後は眼帯を装着します。翌日まで取ら ＊点眼は退院後も続けますので

   手を拭く『ウエットティシュ』が必要です。    規約について説明させていただきます。    ないで下さい。 　　頑張って下さい。

   地下の売店で買って下さい。 □入院や手術のために必要な情報を □手術が終了すれば、看護師がベッドで □うつ伏せの間は看護師が点眼をさせて

　　お伺いします。 　　お迎えに行きます。 　頂きます。

□入院申し込みを記入した上で、入院の □手術についての説明をさせて頂きます。 □目の痛み、違和感があれば、看護師に

□手術室の担当看護師が訪問して、手術     お知らせ下さい。

   手続きをして下さい。    について説明させていただきます。 □目の痛み違和感、頭痛、むかつきなどが

□入院時、体温、血圧、身長、体重等の   ありましたら我慢せず看護師にお知らせ

   測定をさせて頂きます。 　下さい。
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